
学
童
保
育
は
和
歌
山
市

が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す

る
べ
き
（中
村
議
員
一
般
質
問
①
）

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
学
童
保
育
の
民
間
委

託
に
つ
い
て
、
突
然
の
方
向
転
換
で
あ
り
、
利
用
者
に

も
指
導
員
に
も
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
事
な
ど
指
摘

し
、
直
営
を
継
続
し
計
画
的
な
人
員
配
置
を
は
じ
め
必

要
な
予
算
配
分
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
間
開
か
れ
た
説
明
会
は
、
開
催
回
数
五
回
、
参

加
者
は
百
十
四
名
で
し
た
。
学
童
保
育
を
利
用
す
る
児

童
は
約
三
千
五
百
人
で
す
。
市
は
、
「
有
意
義
な
説
明

会
で
あ
っ
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
十
分
な
説
明
会

が
開
か
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
指
導
員
不
足
へ
の
対
策
は
、
募
集
方
法
の
工

夫
に
留
ま
っ
て
い
て
指
導
員
の
処
遇
改
善
と
い
う
抜
本

的
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
処
遇
改
善
は
、
学
童

保
育
の
質
の
向
上
に
も
繋
が
る
た
め
極
め
て
重
要
で
す
。

し
か
し
、
委
託
に
際
し
て
も
明
確
な
位
置
づ
け
は
あ
り

ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後

の
生
活
の
場
と
し
て
整
備

さ
れ
て
き
た
、
学
童
保
育

は
、
安
定
的
・
継
続
的
な

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

が
必
要
と
な
る
た
め
、
経

営
状
態
次
第
で
撤
退
す
る

可
能
性
の
あ
る
民
間
で
は
な
く
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
べ

き
で
す
。

一
日
も
は
や
い
核
廃
絶
を
！

（中
村
議
員
一
般
質
問
②
）

ロ
ー
マ
教
皇
が
来
日
し
広
島
・
長
崎
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
核
兵

器
や
大
量
破
壊
兵
器
に
よ
る
抑
止
力
を
否
定
し
、
国
際
的
な
平
和
や

安
定
に
む
け
て
の
発
信
を
行
っ
た
事
や
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名

し
た
国
が
、
八
十
カ
国
、
批
准
し
た
国
は
三
十
五
カ
国
に
な
り
、
発

効
に
必
要
な
数
の
五
十
カ
国
に
届
き
つ
つ
あ
る
事
に
触
れ
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
へ
の
市
長
の
署
名
を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
、
「
国

際
状
況
を
配
慮
し
な
が
ら
考
え
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
被
爆
者
健
康
手
帳
に
対
す
る
認
識
が
乏
し
く
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
に
触
れ
、
被
爆
者
の
方
に
無
用
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

周
知
を
求
め
ま
し
た
。
【
県
内
在
住
被
爆
者
は
１
８
４
名
（
内
・
市

内
96
名
）
、
平
均
年
齢
は
82
・
３
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
】
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12
月
定
例
市
議
会
議
案
及
び
発
議

12
月
定
例
市
議
会
に
提
案
さ
れ
た
、
23
議
案
（
修
正
案
含
む
）
の
う
ち
、
20

議
案
に
賛
成
し
３
議
案
に
つ
い
て
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
発
議
１
号
は
賛
成

し
、
発
議
２
号
に
つ
い
て
は
反
対
し
ま
し
た
。

（
発
議
2
号
に
対
す
る
反
対
討
論
）

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
日
台
交
流
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

案
に
つ
い
て
、
本
案
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
日
本
台
湾
交
流
協
会
は
、
民
間
レ
ベ

ル
で
の
各
分
野
に
お
け
る
交
流
の
維
持
、
促
進
に
資
す
る
と
し
て
、
活
動
目
的

を
限
定
し
て
い
る
事
な
ど
を
指
摘
し
、
基
本
法
を
国
内
法
と
し
て
制
定
す
る
事

を
求
め
る
意
見
書
案
に
反
対
し
ま
し
た
。
（
国
内
法
の
制
定
は
、
他
国
の
政
治

的
な
問
題
に
踏
み
込
む
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
）

（
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
の
反
対
討
論
よ
り
）

①
市
民
図
書
館
の
跡
地
利
用
の
た
め
の
予
算
が
、
専
門
職
大
学
の
設
置
が
不

認
可
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
不
用
と
な
り
ま
し
た
。
認
可
あ
り
き
で
予
算
計

上
し
た
の
は
、
拙
速
で
あ
り
問
題
で
す
。
②
市
職
員
の
勤
勉
手
当
の
引
き
上
げ

に
準
じ
る
形
で
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
、
市

民
の
所
得
が
上
が
っ
て
い
な
い
状
況
で
の
議
員
報
酬

の
引
き
上
げ
は
適
切
で
は
な
い
。
③
助
産
施
設
な
ど

へ
の
入
所
措
置
に
係
る
費
用
の
算
定
基
礎
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
変
更
さ
れ
た
も
の
で
、

個
人
情
報
の
流
出
や
自
己
決
定
権
の
保
障
が
出
来
な

い
事
や
、
収
入
が
変
わ
ら
な
い
の
に
負
担
増
と
な
る

世
帯
が
あ
る
た
め
反
対
で
す
。

以
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
議
案
１
号
、
６
号
、

11
号
に
反
対
し
ま
し
た
。

2

二
〇
二
〇
年
度
和
歌
山
市
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
の
要
望
書

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
「
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
安

全
・
安
心
の
和
歌
山
市
を
作
る
た
め
の
施
策
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、

国
に
対
し
て
意
見
を
直
接
表
明
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
し
て
、

市
長
並
び
に
各
部
局
に
対
し
て
重
点
項
目
と
各
部
局
項
目
に
つ
い
て
予
算

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

〇
カ
ジ
ノ
は
、
人
の
心
と
生
活
を
壊
す
賭
博
で
あ
り
反
対
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

〇
国
民
健
康
保
険
料
は
、
一
人
一
万
円
を
引
き
下
げ
ら
れ
た
い
。

〇
旧
同
和
事
業
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
予
算
計
上
し

な
い
よ
う
さ
れ
た
い
（
住
宅
に
関
わ
る
減
免
や
子
ど
も
会
交
付
金
等
）
。

〇
学
校
給
食
の
無
償
化
、
光
熱
費
の
一
部
保
護
者
負
担
は
中
止
に
。
ま

た
、
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
を
や
め
、
全
員
給
食
を
実
施
さ
れ
た
い
。

〇
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
の
撤
廃
と
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
。

〇
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
や
減
免
制
度
の
拡
充
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
未
設
置
地
域
へ
の
新
設
。

〇
障
害
児
保
育
の
専
門
施
設
の
増
設
。

〇
避
難
所
の
環
境
整
備
。

等
々
、
約
百
二
十
項
目
（
重
複
を
含
む
）
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。


